
平成２２年

第３回市議会定例会 議案第９号

公有水面埋立てについて

公有水面埋立法第３条第１項の規定により，公有水面埋立てに関し，

北海道知事高橋はるみから別添のとおり意見を求められたが，これに同

意したいので議会の議決を求める。

平成２２年９月７日提出

函館市長 西 尾 正 範

（根拠規定）

公有水面埋立法第３条第４項





















３.　　埋立地の用途
　　　　

　　　　　道路敷地

４.　　設計の概要
　（１）　　埋立地の地盤の高さ

擁壁天端高　  　　　　　　　　TP+６．１m（SP1580～SP1820）

　　　　　　　　 　　　　　　　　　TP+６．０m（SP1820～SP1880）

背面盛土高（道路基準高）　TP＋４．６５m～＋７．０７m

　（２）　　岸壁、堤防、護岸その他これらに類する工作物の種類及び構造　

重力式波返し擁壁 L=２１５．４m 天端高　TP＋６．１０m

直積消波式護岸 L=60m 天端高　TP＋６．００m

基礎工 基礎捨石　　（－２．９０～＋０．６m天端高）

躯体工 ＋０．６０mまで水中コンクリートを打設し、＋６．１０mまで場所打ち

コンクリートを打設する。

　（３）　　埋立に関する工事の施工方法

護岸等、外囲施設工事完了後埋立盛土を行う。埋立護岸基礎工床堀土及び採取土をもって

充当する。

　５.　　埋立に関する工事の施工に要する期間

５年間
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